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CYP2B6

CYP2B6; Cytochrome P450 2B6; 1; 4-cineole 2-exo-monooxygenase; CYPIIB6; Cytochrome
P450 11B1
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	この遺伝子CYP2B6は、シトクロムP450スーパーファミリーに属する酵素をコードしています。シトクロムP450タンパク質はモノオキシゲナーゼであり、薬物代謝やコレステロール、ステロイド、その他の脂質の合成に関わる多くの反応を触媒します。このタンパク質は小胞体に局在し、その発現はフェノバルビタールによって誘導されます。この酵素は、抗癌剤であるシクロホスファミドやイホスファミドなどの一部の生体異物を代謝することが知られています。この遺伝子の転写バリアントが報告されていますが、これらの転写産物が実際にこの遺伝子によって産生されるのか、それとも近縁の擬似遺伝子であるCYP2B7によって産生されるのかは解明されていません。この遺伝子と擬似遺伝子はともに、19番染色体q上のCYP2A、CYP2B、およびCYP2Fサブファミリーに属するシトクロムP450遺伝子の大規模クラスターに含まれるCYP2A擬似遺伝子の中央に位置する。[RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：RH + 還元型フラビンタンパク質 + O(2) = ROH + 酸化型フラビンタンパク質 + H(2)O、補因子：ヘム基、機能：シトクロムP450は、ヘムチオレートモノオキシゲナーゼ群である。肝ミクロソームにおいて、この酵素はNADPH依存性電子伝達経路に関与する。ステロイド、脂肪酸、生体異物など、構造的に無関係なさまざまな化合物を酸化します。,誘導:フェノバルビタールによる。,オンライン情報:CYP2B6アレル,PTM:リン酸化は酵素活性の低下を伴います。,類似性:シトクロムP450ファミリーに属します。,組織特異性:肝臓、肺、心臓右心室で発現します。,
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